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＜全体連絡事項＞

· 東浴室ボイラー・20日で点検・工事終了となります。23日からは入浴は火・木･土の体制になります。

· 年休等を申請する際は、決められた日時までに申請するようにして下さい。新年度の新体制にあたり決裁ルートの変更があります。

· 東個室(9号)鉄格子側天井の雨漏り修理は終えています。

· 5F倉庫に置いていた診療材料ですが、今後は庶務室内の日用品在庫室に移動しています。

· 16日より事務員・薬局調剤補助者の入職があります。

· 総務室が2Fサーバー室の場所へ移動となり、ソーシャルワーカーは庶務室へ移動となります。

· 立ち入り検査事前チェック（書類確認と巡回確認）が2/15(水)13:30からあります。

· 法人研修15(水)・16(木)ウィズ出欠入力忘れずにして下さい。

· 今週の院内歯科受診13名予定しています。

· 本日症例検討会・行動制限最少化委員会があります。

· 2/17(金)16時から食事サービス改善検討委員会あります。病棟からは北城スタッフが出席となります。

· 2/20(月)～県立保健大学学生が体験実習に入ります。

· 南パソコン不適切使用あり、本人のモラルと電算化委員会の業務処理が問われる事になります。

· 新体制の整備に向けて4/16前に移動調整があります。

· 病棟からは2/16の時点で小松スタッフが通所への移動となりそのため小松スタッフ分の勤務

調整を行なうのでよろしくお願いします。

＜連絡事項＞

· 杉沢　恵子様～主治医診察にて臨時薬が7日分、継続で処方となっています。

· 塚本　勝昭様～主治医診察にて臨時薬（処方内容変更）7日分処方となっています。

· 柏崎　貞治様～主治医診察にて臨時薬が7日分処方となっています。

· 塚田　勝昭様～昨日より増薬となっています。レビー小体症の特徴として嚥下不良、誤嚥性 　

　　　　　　　肺炎の可能性があります。嚥下状態に注意して下さい。

· 吉田　福松様～昨日の昼食後薬服用後より定期薬が中止となり、臨時薬が7日分処方となっ　　　　　

ています。歩行時のふらつきによる転倒の可能性が高い為、時間隔離解放後はスタッフの目の届く範囲にいさせて下さいと主治医より指示があります。

· 吹越　里美様～主治医診察にて臨時薬が7日分処方となっています。

· 畑中　成夫様～内科診察にて抗生剤が7日分、継続で処方となっています。

· 向山　忠義様～内科診察にて抗生剤が7日分、継続で処方となっています。

· 笹山　吉郎様～体温37度台の発熱続いており、内科診察にて総合感冒薬が5日分処方となっ　 
　　　　　　　ています。

· 坂本　良雄様～昨日、スタッフ付き添いにて日赤病院整形外科受診しています。今回は処方
　　　　　　　や処置は行なわず、次回受診日は3/6午前10:00からとなります。

· 大久保　美津子様～右足首の腫脹、熱感ありレントゲン検査施行。検査の結果、骨折してい
　　　　　　　　　るとの事で室岡整形外科受診しています。右下腿遠位端骨折との診断あ
　　　　　　　　　り、ギブスとシーネにて固定しています。他科処方2/20まであります。

· 小田　スエ様～主治医診察にて点滴が7日分継続処方となります。白血球増多の為、本日よ
　　　　　　　り抗生剤入りの点滴が1本追加となっています。施行の際は間違いの無いよ
　　　　　　　うに確認を怠らないようにして下さい。

· 土井　勝広様～アルコール依存症、人格障害の方です。昨日、東Aユニット8号室へ入院（当
　　　　　　　院3回目）となっています。前回、平成17年10/10当院を退院後は神奈川県
　　　　　　　にて就職されていましたが、仕事が上手く行かず、飲酒を再開。身体的な治
　　　　　　　療が必要な事から入院となっています。アルコール依存症の方ですが、これ
　　　　　　　までの経過や人格的な問題の可能性を踏まえて医療保護入院となります。離
　　　　　　　脱症状等の身体症状と共に、精神症状の観察をしていきましょう。













